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5237 日本建築学会大会学術講演梗概集

(東 北)2009年8月

地域インフラとしてのショッピングセンターの公共性に関する考察
一兵庫県尼崎市 『つかしん』を事例 として 一

正会員 ○ 相場 奈津子*

同 森 傑**

ショッピングセンター 公共性 活動

行動セ ッテ ィング 地域インフラ

1.目 的 と背景

本研究 は、兵庫県尼崎市 にあるシ ョッピングセ ンター

(以 下、SCと する)『 つかしん』における人々の滞在 とそ

の活動の把握 を通 じて、地域インフラとしてのSCの 可能

性 に繋が る公共性を分析 し、社会的資産 とな りうる今後の

商業建築のあ り方を検討す ることを目的 とす る。

環境 問題や人 口減少 を背景 に、建 築が従来 のス クラッ

プ ・アン ド・ビル ドではな く、いかに公共資産 としての価

値の持続性 を高められるかが社会的課題 となっている。 し

か しその中で、商業建築は営利性が開発行為の主な目的と

され、社会的寿命 の短い ビルディングタイプの一つ となっ

ていて、必ず しもそのよ うな議論 の対象にはなっていない。

『つか しん』は、街づ く りをコンセ プ トに掲 げた複合商

業施設 が相次いで開発 され始 めた時期 に開業 し、その後

20年 以上に渡って存続 してきた。デザインの特徴 として、

部分的にオープンモール注1)が採用 されてい ること、敷地

境界がオープンスペースであることがあげ られ る。 これ ら

の特徴 を持つ 『つか しん』は地域 との連続性 をもったアク

ティビティを支 えるSC空 間の公共性を検討す る手がか り

となると考 えられ る。 そこで本研究は、『つか しん』 の利

用実態 を行動観察調査 によ り把握分析 し、SCの 社会的資

産 としての意義 を議論 しよ うとす るものである。

2.『 つか しん』 の概 要

2-1.敷 地と周辺環境

兵庫県尼崎市塚 口本町4丁 目にある。尼崎市 と伊丹市の

市境に位置 し、古 くか らの閑静な住宅街 ・稲野公園 ・都市

計画道路で ある尼崎伊 丹線 、工場 に囲まれている。現在

は容積 率400%、 建蔽率60%の 商業地域に区分 されている。

中央に南北にかけて流れ る伊丹川が敷地を二分 してい る。

2-2.空 間構成

敷地面積は67,479m2、 建築面積は4,185m2、 エ ンクu一

ズ ドモール注2)とオープンモールのハイブ リッ ド型である。

大きく分けると核店舗 と専門店を配 した8階 建ての建物 と

スポーツクラブ と専門店 を配 した2階 建 ての建物、1階 建

ての温浴施設が あ り、その他 にカル チャースクールや教

会、複数の飲食店が別棟 として点在 している。

2-3.事 業の沿革 と利用状況

郡是製糸株式会社 の塚 口工場の跡地再開発 として、1985

年 に街づ くりをコンセプ トに掲 げて開業 した。開発の際

は隣接す る塚 口本町緑 地 も同時 に整備 し、尼崎市 に提供

した。 当初 は、西武百貨店系列の西洋 ラン ドシステムズが

ディベ ロ ッパーであ った。一時は脚光 を浴 び、売上高 も

1990年 のピーク時において400億 円に達 した。 ところが、

旧大店法の廃 止に よる競争 の激化やバブル経済崩壊後は

長期低落下が続 き、核店であった西武 百貨店 も2004年 に

撤退 し、その後 は売上高も最盛期の4分 の1ま で低下 した。

2004年 にグンゼグループは運営管理 を移管 され、2006年

に既存施設の改築及び新規施設の増床が行われて 『っか し

ん』は『グンゼタウンセンターつかしん(以 下『つかしん』)』

として リニューアルオープン した。主な利用圏は尼崎市 と

伊丹市である。

3.調 査方法 と結果 の概要

『つ か しん』におい て、人々 の利用 実態 を把握す る行

動観 察調 査 を行 った。調 査エ リア は 『つ か しんFLOOR

GUIDE』 注3)掲載エ リアを範囲 とす る。 このエ リアを徒歩

で廻るルー トを設定 し、廻 ってい る間に遭遇 したアクテ ィ

ビティを配置図上にプ ロッ トし、可能であれば写真を撮影

した。ルー トの設定は、(1)営 業時間外も通行可能なルー

トであること、(2)営 業時間外 も開放 されたすべてのエ リ

アを確認 でき るルー トで あるこ と、(3)人 が 日常 的に集

まってい るチャーチ広場 とカ リヨンガーデ ンを終始点 と

す ること、(4)二 度以上通ったところは一回だけ記録 を採

るこ と、 とした(図1)。9.月11日 と12日 の平 日、14日
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と15日 の休 日、1日 につき早朝、昼、 夕方 の3回 、全4

日間合計12回 行 った。調査によ り延べ1,855の アクテ ィ

ビテ ィを観察できた。

4.ア クテ ィビテ ィの分類

すべてのア クテ ィビテ ィの うち、従業員 によるものを除

いた1,715の アクテビティを[購 買][交 通][レ ク リエー

シ ョン][団 らん][休 憩][趣 味][居 住]の7種 類のカテ

ゴリーに分類 した(表1)。

5.地 域 に密着 したアクテ ィビテ ィについて

SCを 始め とした商業建築は、商業活動 を主 目的に建て

られ る建物で、通常は顧客 として利用するものである。上

述 の7カ テ ゴリー の うち商業活動 である購買以外のアク

表1調 査ルート

カテゴリー アクティビティの具体例

購買

商品の購入 とテナ
ン トのサービスを

利用 した行動

46

交通

移動に関する行動

レクリエーション

他者 と行 う、また

は他者 と場所を共

有する運動

団らん

2人 以上で行 う

動的な行動

休憩

個人による場所を

問わない行動

趣味

個人による滞留
して行 う目的性の

高い行動

居住

衣食住を満たす
生活の基礎となる
行動

新聞を開いてラジオで

競馬中継を視聴する

、lvv

服を干す

テ ィビティは注 目すべきものであ り、中で も団 らん とレク

リエーシ ョン、居住 と趣味は 『つか しん』の特徴的なアク

テ ィビティである。

団 らん とレク リエーシ ョンは、地域 コミュニテ ィにおけ

る社交の場 として利用 されてい ることを示すア クテ ィビ

テ ィである。井戸端会議や世間話をするといったアクティ

ビティが多数見 られ ることか ら 『つかしん』はそれ らを促

す環境 として、地域 コミュニティの形成 ・向上に寄与 して

いると捉 えられ る。居住 と趣味は、本来な ら自宅で行われ

るものである。それ らを敢えて 『つかしん』で行 ってい る

とい うこ とは、『っか しん』 が利用者 にとって個人 の生活

圏の延長 として機能 していることを意味す る。敷地内には

数年前か ら路上生活者が滞在 してお り、食事や睡眠 といっ

た居住行動 をしてい る。 したがって 『つか しん』は普段

の生活 を柔軟に受け入れ、地域 に密着 したアクティビティ

を誘発 させ る潜在力 をもった空間といえる。

6.地 域 インフラ としての 『つか しん』 の公 共性

購買は商業空間の本来の用途に即 した行動であ るため

[商 業領域化 した利用]と いえる。次 に、それ に含 まれな

い6種 類 のカテ ゴ リーの うち、居 住、趣味、休憩 は利用

す る範囲の空間を 自分 の場所 として 占有す る行動であ る

ので[私 的領域化 した利用]と 捉 え られ る。残 りの レク

リエー シ ョン、交通、団 らんは 自分 の場所 としてではな

く他者 と共同で利用する場所 としての行動であるので[共

有領域化 した利用]と 捉 えられる。

公共性 とは広 く社会一般に利益をもた らす性質であ り、

商取 引によって特定 の人 に利 益を もた らす商業 とは区別

できる。[商 業領域化 した利用]以 外のアクティビテ ィで

ある[私 的領域化 した利用]と[共 有領域化 した利用]が

『っか しん』にお ける公共性 の一端を示す とい える。地域

イ ンフラとなっている 『つかしん』の[共 有領域化 した利

用]は 、他者 と出会い、 レクリエーションや団 らんを通 じ

て、交友関係を深めやすい とい う性質、すなわち[交 流性]

によって生 じている。一方で、[私 的領域化 した利用]は

居住 と趣味のアクテ ィビテ ィか ら 日常生活 の場所 として

利用できる居心地の良 さ、すなわち[居 留性]に よって生

じてい る(図2)。 以上 より、地域イ ンフラとしてのSCが

持つ公共性 として[交 流性]と[居 留性]が あるといえる。

図2『 つ か しん』 に お け る 公 共 性 の ダ イ ア グ ラ ム

注釈

注1)建 物内 にす べての店舗 を収容 し、空調 の整 ったモール を中央 に配 置す る
タイプ。

注2)店 舗 間を結ぶモール を建物の外側 に配置 し、屋根を設 けないタイプ。

注3)『 つか しん』において配布 されてい る店内案内。
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